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研究成果の概要（和文）：　本研究では、複数の自治体との連携のもと、行政職員の参加による討議実践および
市民への大規模アンケート調査を実施し、本研究で提起する、「仮想将来世代」の仕組みを取り入れた新たな評
価法の有効性や意義を検証した。その結果、現世代の視点に加えて将来世代の視点を取り入れた新たなアセスメ
ント手法開拓の基盤を構築した。結論として、仮想将来世代の仕組みを取り入れることにより、評価指標や政策
項目の優先順位に変化が生じ、将来世代の利益や持続可能性をより明確に考慮した評価が可能となることを示し
た。

研究成果の概要（英文）： In collaboration with several local governments, this study pioneered an 
evaluation method for policy and administrative planning that incorporates the perspective of "
Imaginary Future Generations(IFGs)."  We conducted deliberation experiments with the participation 
of administrative staffs and a large-scale questionnaire survey. In conclusion, we found that 
incorporating the perspective of IFGs can change the priorities of evaluation indicators and policy 
items, and enable policy decisions and evaluation of administrative plans that take into account the
 interests of future generations. This study paves the way for the development of a new 
sustainability assessment methodology that incorporates a time horizon.

研究分野：フューチャー・デザイン、サステイナビリティ・サイエンス

キーワード： フューチャー・アセスメント手法　仮想将来世代　参加型評価・意思決定　行政計画の評価　サステイ
ナビリティ

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では、将来世代視点を明示的に取り入れ、現代における意思決定や施策を持続可能性の観点から評価す
るための「フューチャー・アセスメント」を提起し、自治体との連携に基づく討議実践や市民への大規模アンケ
ート調査を通じて、本手法の有効性や意義を明らかにした。特に、将来世代の利益を考慮した意思決定において
効果が示されている「仮想将来世代」の仕組みを導入することによって、世代間の関係性や時間軸を考慮した評
価が可能であることを示した。本手法は、時間軸を取り入れた、新たな持続可能性評価の方法論構築に道を拓く
ものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
気候変動や資源エネルギー問題、インフラの維持管理など、地球環境や人類の生存基盤を脅か
す世代をまたぐ長期的課題が顕在化している。これら長期的課題には、現世代と将来世代の間の
利害対立という本質的な問題が存在する。現世代によって実行される様々な意思決定や行動は、
現世代のみならず将来世代にも大きな影響を及ぼしうるが、その影響は過小に評価され、結果と
して将来世代が大きな負担を負ってしまうという構造となっている。実際、現代の社会システム
は、将来世代の利益を反映し、世代間利害対立を乗り越えて意思決定を行うための仕組みとはな
っていない。持続可能社会への転換を推進する上では、現世代の人々の意思決定や行動に伴う将
来への影響に関して、将来世代の視点から評価を行うための方法論が求められている。 
これまでも、持続可能性（サステナビリティ）を評価する様々な手法が検討されてきた。しか
し、従来の手法・アプローチは、持続可能性に関わる多元的な要素、例えば環境・社会・経済的
側面を総合的・包括的に評価するところに主眼があり、将来世代への影響や時間軸を本質的に取
り込むものではなかった。この背景としては、将来世代の視点や利益を明示的に取り込むことは
困難であったことが挙げられる。我々は、持続可能な社会を将来世代に引き継ぐための社会の仕
組みのデザインと実践である「フューチャー・デザイン」に関する研究および実践を進めてきた。
この中で、将来世代になりきって意思決定や交渉に臨む「仮想将来世代」と呼ばれる仕組みを導
入した意思決定の実践によって、将来世代の利益も考慮しつつ、現世代と将来世代の利害対立を
調整することが可能であることを見出している（文献 1)。本アプローチを応用することで、将来
世代の視点を取り入れた、新たなアセスメント手法の基盤構築が可能であると仮説を立てた。 
 
２．研究の目的 
以上の背景から本研究では、現世代と将来世代双方の立場・視点から、現代における意思決定
や施策を評価するための方法および評価の実践である「フューチャー・アセスメント」手法の基
盤構築を行うとともに、本手法の応用実践を目的とした。特に、個人属性や志向性と将来世代の
視点獲得の関係性分析、将来世代視点を獲得する仕組みやプロセスの分析、将来世代視点を取り
入れた新たなアセスメント手法（フューチャー・アセスメント）の開拓に向けた今後の研究課題
の抽出、を主な目的とした。 
 
３．研究の方法 
自治体（岩手県矢巾町、大阪府吹田市）と連携し、行政職員参加の下で、仮想将来世代を導入
した政策立案や評価の意思決定を再現した討議実践（実験）を実施した。加えて、吹田市民対象
の大規模アンケート調査を実施し、統計的な解析を行うことによって仮想将来世代の導入効果
を分析した。 
討議実践では、水道インフラの維持管理問題、再生可能エネルギー技術の導入問題、都市計画
マスタープランの評価、の３つの政策テーマを取り上げた。これらのテーマに関する討議実践を
行い、仮想将来世代の立場からの評価や意思決定プロセスを再現し、討議参加者の議論内容およ
び意思決定に関わる記録データ（録音データを含む）、および実践を通じた参加者の認知変化を
捉えるためのアンケート調査を実施し、これらのデータを回収・分析することによって、仮想将
来世代の導入効果を明らかにし、アセスメント手法開拓への知見を得た。 
大規模アンケート調査については、吹田市水道部の協力のもと、無作為抽出した 2,000 世帯へ
のアンケートを実施し、水道インフラの維持管理に対する認知や水道料金値上げなどの項目に
ついて、回答者（吹田市住民）に現世代および仮想将来世代のそれぞれの視点から評価をしても
らい、評価結果の差異を分析することで、仮想将来世代の導入効果を明らかにした。 
また、これらの公共政策のテーマのみならず、特定技術を取り上げ、技術評価をテーマとした
研究も実施した。具体的には、水熱技術やレアメタルに関わる資源循環技術を取り上げ、これら
の技術の研究開発方針や技術評価において、仮想将来世代の仕組み導入の有効性を分析した。研
究者と学生が参加する討議実践をデザインし、参加者による技術評価の意思決定プロセスを再
現し、仮想将来世代の導入効果を検証した。 
 
４．研究成果 
本研究で得られた知見のうち、ここでは、(１)個人属性・志向性と将来世代視点獲得との関係
性に関する知見、(２)公共政策テーマの意思決定・評価における仮想将来世代導入の効果分析、
(３)技術評価のテーマにおける仮想将来世代視点導入の効果分析、(４)将来世代視点を取り入
れた新たなアセスメント手法開拓に向けた示唆と今後の展望、について述べる。 
 
(１)個人属性・志向性と将来世代視点獲得との関係性に関する知見（文献 2） 
2019 年度に、大阪府吹田市の第 3 次環境基本計画策定の一環として実施されたワークショッ
プ（行政職員と住民が参加）で得られたデータを用いて分析した。この実践は、合計 4回の議論
を行っており、初回に現世代視点から計画や政策評価の議論・意思決定を行い、２回目以降に仮



想将来世代の視点での議論・意思決定に条件を変化させるという討議デザインとなっている。各
回の討議終了後に参加者全員に対してアンケート①が実施されている。アンケート①は、a) 現
世代と将来世代との関係性に関する認知項目、b) 吹田市に対する評価項目、c) 政策デザイン
や意思決定の上で重視する項目、を中心に合計 35 の設問項目から構成されており、これらに対
する参加者の認知を 5件法で聞いている。また、初回の議論終了後には、個人属性（年収、家族
構成、居住状況、職業等）や個人の考え方・志向性（Generativity, Scientific Literacy, Social 
Value Orientation, Critical thinking）を把握するためのアンケート②を実施している。アン
ケート①の回答データに基づく討議各回（1－4 回）を独立変数とした一要因分散分析、またア
ンケート②の回答データで得られた、個人属性を説明変数とした重回帰分析を行い、以下を明ら
かにした。 
一要因分散分析の結果からは、仮想将来世代の仕組みを導入することでアンケート①に含め
ている複数の項目について、統計的に有意な形で認知が高まる傾向が見られた。例えば、「将来
の不安要素を取り除く必要性」「将来に対する危機意識」「将来に向けた社会的目標を共有する意
識」などの項目に対する参加者の認知が高まった。 
重回帰分析の結果からは特に次の知見を得た。現世代の視点から意思決定した時は、個人特性
としての「批判的思考(Critical thinking)」の度合いは、「将来への危機意識」「社会目標の共
有意識」「現世代の責任意識」などの認知の高まりに影響していたものの、仮想将来世代の仕組
みを導入することで、Critical thinking の度合いは、これらの認知の高まりに影響を与える要
因ではなくなった。すなわち、仮想将来世代の仕組みを導入することによって、個人の Critical 
thinking の強弱に依らず、これら将来に関わる認知を高める効果が示された。 
 
(２)公共政策テーマの意思決定・評価における仮想将来世代導入の効果分析 
① 討議実践から得られた知見  
討議では、a)水道インフラの維持管理問題（吹田市水道部と連携）、b) 再生可能エネルギー技
術の導入問題、（吹田市環境政策室と連携）、c) 都市計画マスタープランの評価（矢巾町と連携）
を議論テーマとして、行政職員参加のもとで討議実践を行った。以下に、実践概要と成果を簡潔
に記載する。 
a)については、2022 年度に吹田市水道部と連携し、市の水道部の職員が参加した水道ビジョ
ンや政策に関する討議実験を行い、仮想将来世代の仕組み導入の有効性を分析した。討議の結果
および参加者へのアンケート調査の結果から、仮想将来世代の仕組みを導入することで、水道部
職員による 2050 年の市の社会像や水道ビジョンの描写に変化が生じうるか、取るべき政策の内
容や、それらの優先順位に変化がおきうるか、水道行政の政策判断基準の優先順位に変化が起き
うるか、を主に分析した。 
その結果、2050 年の市の社会像や水道ビジョンの内容に質的に大きな変化が生じることが分か
った。特に、仮想将来世代の視点から検討した場合は、①市民の家庭レベルでの水道利用やサー
ビスに対する着目が強まる、②持続可能な経営や効率的な事業運営の観点から、新たな政策や制
度を探索する傾向、③今後起こりうる震災リスクなど、未来への危機意識に基づく施策の提案傾
向、などの特徴を明らかにした。 
b)については、2022 年度に吹田市環境政策室職員の参加による討議実践を行なった。2050 年
カーボンニュートラル社会の状況や、今後取るべき政策の選択の意思決定に関する議論を行い、
仮想将来世代の導入効果を分析した。具体的には、2050 年吹田市の社会像、今後取るべき施策
の選択と優先順位の意思決定、政策判断を行う際に考慮すべき要件を、現世代と仮想将来世代そ
れぞれの視点から議論する意思決定を再現し、分析を行った。また、参加者へのアンケート調査
の分析から、仮想将来世代としての政策的議論が、討議も参加者した個人の行動変容の意識にも
変化が生じうるか検証した。特に、カーボンニュートラル実現に向けた重要政策である太陽光発
電（PV）の導入意思および環境低負荷型の自動車の購入意欲に関する意識変化を分析した。 
分析の結果、仮想将来世代の導入により、①討議参加者（意思決定者）は、将来をより具体的
に描き、持続可能性を達成するため思考の空間バウンダリーが広がる傾向がある、②政策立案内
容やその選択に変化が生じる、③個人レベルでも、環
境配慮型行動に向けた動機付けが生じる可能性があ
る、ことが示唆された（文献 3、4）。 
c)については、2023 年度に岩手県矢巾町と連携し、
職員参加による、都市計画マスタープランの改定に
向けた評価と施策提案を行う討議実践を行った。庁
内の 9課室から合計 20 名の職員が参加し、計 4回の
議論を行った。具体的には、職員が現世代 2 グルー
プ、仮想将来世代 2グループの 4グループに分かれ、
別個に都市計画マスタープランの評価と改善のため
の施策提案を行い、最後の 4 回目は、現世代と仮想
将来世代の 1 グループずつがペアとなって、評価や
施策の合意形成を実施し、都市計画マスタープラン
改定に向けた 5つの重要施策を提案した。 
討議結果からは、現世代グループと将来世代グル

図 1 都市計画マスタープランの評価に

関する討議実践の様子（矢巾町役場） 



ープとの間で、都市計画上の課題設定フレーム、評価基準、提案施策など様々な観点において差
異が観察された。例えば、仮想将来世代は、農村の人手不足の問題など、矢巾町にとっての潜在
的かつ本質的課題をより重視し、計画の改善に向けた施策提案を行った。また、参加者に実施し
たアンケート調査から得たデータからは、現世代グループに比べて、仮想将来世代グループの参
加者は、将来に関する認知が討議プロセスの中で高まる傾向にあることが明らかとなった。 
 
② 大規模アンケート調査より得た知見（文献 5） 
2022 年度に吹田市水道部と連携し、市内 2000 世帯（無作為抽出）へのアンケート調査を実施
し、市民の水道インフラ維持管理に関する意識調査を行うとともに、将来世代視点導入の効果を
分析した。回答データをもとに、水道インフラの課題や対策の優先順位の評価について、現世代
視点から検討した場合と、2050 年の仮想将来世代の視点として検討した場合とで比較分析を行
ったところ、仮想将来世代の視点で評価する場合の様々な特徴が観察された。例えば、水道料金
の値上げや水道事業の広域連携などの受容意識に変化が見られた。将来世代の視点から考察す
ることで、長期的観点から、インフラ維持管理の重要性に対する意識が高まることが示唆された。 
 
(３) 技術評価のテーマにおける仮想将来世代視点導入の効果分析 
本研究では、大阪大学における研究者および学生の参加による討議実験を実施し、仮想将来世
代の視点を導入することで、2050 年の持続可能社会およびその社会を支えるレアメタルの需要
供給のあり様と、今後取り組むべき技術的課題を明らかにした。現世代の視点と仮想将来世代の
視点それぞれで実施した議論の比較分析および参加者へのアンケート調査の結果から、未来社
会像および技術的課題の抽出における、仮想将来世代の仕組み導入の効果も明らかにした。議論
結果からは、持続可能社会実現のためのレアメタル問題を解決するための技術的課題として、短
期的には資源循環体制の構築、中長期的にはユビキタス元素による代替あるいは新たな採掘場
所の開拓、の重要性が示された。アンケート調査の結果からは、仮想将来世代の視点によって、
技術の開発や社会実装に関する指標の中でも「生産性」の重要度は高まるが、「簡便なプロセス
であるかどうか」は重要性が低下するなど、指標の重要度に変化が見られた。これらの結果より、
将来可能性の観点から、レアメタル需要供給に関する新たな研究開発戦略と技術イノベーショ
ンの方向性がデザインできる可能性が示唆された（文献 6）。 
また、2020 年以前に実施した、水熱技術の将来性評価の討議実践から得られたデータを詳細
に分析することで、仮想将来世代の導入効果を明らかにした。将来世代の視点を取り入れること
で、技術評価の指標の重みづけに変化が生まれ、同じく、技術イノベーションの新たな方向性を
デザインできる可能性が示唆された（文献 7、8） 
 
(４)将来世代視点を取り入れた新たなアセスメント手法開拓に向けた示唆と今後の展望 
以上に記載のとおり、仮想将来世代という新しい仕組みを導入することによって、時間軸を含
めた持続可能性の観点を取り入れた新たなアセスメント手法の開拓の可能性が示された。特に、
将来世代の視点を取り入れた評価を行うことによって、多元的な評価指標間の重みづけが変化
し得ることを実証した。また技術評価の観点からは、将来世代の視点を取り入れた評価を実施す
ることにより、技術の研究開発あるいはイノベーションの方向性を新しくデザインできる可能
性も示唆された。本研究では、意思決定者（討議の参加者）の属性や志向性と、将来世代視点の
獲得のしやすさ、についても一定の知見を得たが、ケーススタディを積み重ねることにより、更
なる知見の獲得が今後必要である。 
将来世代の視点を取り入れた新たなアセスメント手法の社会実装に向けては、行政計画プロ
セスへの応用を含めて、引き続き検討が必要である。上記で示した、都市計画マスタープランの
評価（矢巾町）の研究では、実際の行政プロセスを想定し、現世代グループと仮想将来世代グル
ープを分け、それぞれが計画の評価を実施し、最後に両グループが合意形成を行う仕組みを取り
入れた。これにより、従来から行われている現世代視点からの評価と、仮想将来世代視点での評
価を統合・結合するプロセスを再現した。この合意形成プロセスでは複数の交渉パターンが観察
されたことから、今後さらにケーススタディを積み重ねることによって、両世代の視点の評価結
果を統合して行くための、有効な仕組みやプロセスを今後さらに検討して行く必要がある。 
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